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８月診療分から高額療養費の上限額が変更に

勤労者向け融資制度を活用ください

　同月内の医療費が高額となり、自己負担限度額

を超えた場合、申請すると、限度額を超過した分

が支給される制度です。

高額療養費とは

変更内容

問後期高齢者医療に関すること…

　保険年金課 高齢者医療係

　　☎551-0361　 FAX 553-0250

・国民健康保険に関すること…

　保険年金課 国民健康保険係

　　☎551-1807　 FAX 553-0250

所得区分 外来（個人）外来＋入院（世帯単位）

現役並み 44,400円
80,100円＋α※1

（多数回 44,400 円※ 2）

一般 12,000円 44,400円

住民税
非課税

区分Ⅱ
8,000円

24,600円

区分Ⅰ 15,000円

所得区分 外来（個人）外来＋入院（世帯単位）

現役並み 57,600円
80,100円＋α※1

（多数回 44,400 円※ 2）

一般
14,000円
（年間上限
144,000円）

57,600円
（多数回44,400円

※２）

住民税
非課税

区分Ⅱ
8,000円

24,600円

区分Ⅰ 15,000円

※１　α＝（総医療費－ 267,000 円）× １％

※ 2　年４回以上、高額療養費を受けた場合の

　　  自己負担限度額

※１　必要とする資金の明細書が必要です。
※２　個人事業主・家族従業員は、経営または従事期間３年以上が条件になります。
※３　別途 0.7％または 1.2％の保証料が必要です。

 平成29年７月診療分まで

 後期高齢者医療の被保険者・国民健康保険の被保険者（70歳以上）

　 平成29年８月診療分から

勤労者教育資金 勤労者福祉資金

融資対象者

市内に1年以上居住、または市内の事業所に１年以
上勤務する勤労者で以下のいずれにも該当する人。
１．大学、短期大学または専門学校で、修業年

数が2年以上の教育施設に入学・就学（在学）
する子もしくは兄弟姉妹のいる人

２．融資資金の償還能力があると認められる人
で、取扱金融機関が指定する保証機関の保証
を受けられる人※２

３．市町村税を完納している人

市内に1年以上居住、または市内の事業所に１
年以上勤務する勤労者で以下のいずれにも該当
する人。
１．融資資金の償還能力があると認められる人

で、取扱金融機関が指定する保証機関の保証
を受けられる人※2

２．市町村税を完納している人

資金使途※１
大学などに入学または就学（在学）するのに必
要な資金

１．二親等以内の家族の医療費・出産費
２．本人または家族の冠婚葬祭費
３．その他の生活に必要な資金（耐久消費財購

入および住宅関連費用は除く）

融資限度額 100万円 100万円

利率 年1.60％（固定利率）※３ 年2.0％（固定利率）※3

償還期間
５年以内（※大学は4年、短期大学および専門
学校は２年を限度として、猶予期間中にあたっ
ては利息を償還する。）

５年以内

取扱金融機関 近畿労働金庫 近畿労働金庫

問経済振興労政課 労政・就労推進係　☎551-0104　 FAX 551-0148

　近畿労働金庫草津支店　☎562-5791　 FAX 564-6288
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FAX

「輝く明日へ」
人権シリーズ③

自
他
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育
む
た
め
に

～「
自
尊
感
情
」っ
て
？
～

滋
賀
県
教
育
委
員
会
「
人
権
教
育
推

進
プ
ラ
ン
」
で
は
、
「
自
尊
感
情
」
と

は
長
所
も
短
所
も
ひ
っ
く
る
め
て
自
分

自
身
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
感
じ

る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
を
価
値
あ
る
存
在
と
し
て

認
め
る
感
情
で
あ
り
、
学
習
意
欲
の
向
上

や
良
好
な
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
基

礎
と
な
り
ま
す
。
人
権
感
覚
が
磨
か
れ
る

た
め
の
基
盤
と
も
な
り
、
自
分
や
他
人
を

大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
人
権

を
尊
重
し
て
い
く
態
度
や
行
動
に
つ
な
が

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

■
「
自
尊
感
情
」
が
高
ま
る
と
…

◦
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
自
分
自
身

を
大
切
に
で
き
る
。

◦

将
来
へ
の
展
望
を
持
ち
、
前
向
き
に

生
き
て
い
こ
う
と
す
る
。

◦

何
事
に
も
粘
り
強
く
取
り
組
も
う
と

す
る
。

◦

他
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
自
分
も
人

も
大
切
に
す
る
。

■
「
自
尊
感
情
」
の
概
念

　

「
自
尊
感
情
」
に
は
、
二
つ
の
側
面

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
基
本
的
自
尊

感
情
と
呼
ば
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

の
存
在
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え

て
認
め
る
感
情
の
こ
と
で
す
。
周
囲
の

人
た
ち
と
の
肯
定
的
な
関
わ
り
に
よ
っ

て
身
に
つ
き
、
積
み
上
が
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
社
会
的
自
尊
感
情
で
す
。

達
成
す
る
こ
と
、
成
功
す
る
こ
と
、
認

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
身
に
つ

い
て
い
く
感
情
で
、
周
囲
の
人
た
ち
か

ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
高
ま
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
二
つ
の
自
尊
感
情
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
身
に
付
い
て
い
く
こ
と
で
、
し
な

や
か
で
折
れ
な
い
心
、
失
敗
し
て
も
挑

戦
し
続
け
る
心
を
持
つ
子
ど
も
に
育
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
自
尊
感
情
」
を
高
め
る
た
め
の
市

内
小
・
中
学
校
の
取
組
み

<

小
学
校>

・
自
分
の
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
、

お
互
い
の
こ
と
を
知
る
た
め
の
き
っ

か
け
に
す
る
。

・
お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ
を
伝
え
合
う

こ
と
で
、
自
分
自
身
の
よ
い
と
こ
ろ

を
再
認
識
す
る
。

・
１
～
６
年
ま
で
の
縦
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
集
団
活
動
を
行
い
、
学
年

に
応
じ
た
役
割
を
果
た
す
。

・
自
分
の
成
長
を
振
り
返
り
、
多
く
の

人
々
の
願
い
や
支
え
に
気
づ
く
。

<

中
学
校

>

・
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
一

人
ひ
と
り
の
居
場
所
保
有
感
を
測

り
、
環
境
改
善
に
生
か
す
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
対
人
関
係
で
生
じ
る
ト
ラ

ブ
ル
回
避
ス
キ
ル
を
学
ぶ
。

・
自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め
の
小
中
連

携
の
共
通
実
践
に
取
り
組
み
、
学
習

や
生
活
の
中
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

今
後
も
主
体
的
・
対
話
的
な
日
々
の

授
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

中
で
、
児
童
・
生
徒
た
ち
の
主
体
性
や

多
様
性
を
育
み
、
自
分
や
他
者
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
「
自
尊
感
情
」

の
大
切
さ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識

し
、
引
き
続
き
連
携
し
て
い
き
ま
す
。「自尊感情」を高める中学校での授業

問
学
校
教
育
課

  

☎

551-

０
１
３
０ 

　

551-

０
１
４
９

65歳以上は結核検診の受診を
　

結
核
は
、
現
在
で
も
１
日
に

50

人
の
新
し
い
患
者
が
発
生

し
、
５
人
が
命
を
落
と
し
て
い

る
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

■
こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ

　

咳せ

き

が
２
週
間
以
上
続
く
、
痰た

ん

が
で
る
、
痰
に
血
が
混
ざ
る
、

体
が
だ
る
い
、
微
熱
が
続
く
な

ど
気
に
な
る
症
状
が
長
く
続
く

よ
う
な
ら
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
結
核
で
あ
っ
た
場
合

は
決
め
ら
れ
た
期
間
、
確
実
に

薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。

■
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

年
に
１
度
は
胸
部
Ｘ
線
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
）
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
市
で
は
、
結
核
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
栗
東
・
草
津
市
内
の
委
託
医

療
機
関
…

　

65
歳
以
上
「
結
核
検
診
」（
期

間
６
～
11
月
）
無
料　

・
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
で
の
集

団
検
診
（
検
診
バ
ス
）
…

　

40
歳
以
上
「
肺
が
ん
・
結
核

検
診
」
（
年
間
８
回
）

　

※
70
歳
以
上
は
無
料　

FAX

問
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

  

☎

554-

６
１
０
０ 

　

554-

６
１
０
１

～結核は今も発生している感染症～
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FAX

◦
栗
東
100
歳
大
学
？
聞
い
た
こ
と
あ
る

け
ど
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ね
。

65
・
66
歳
を
対
象
に
し
て
「
人

生
100
歳
時
代
」
の
「
老
い
」
に

つ
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
自
分

の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
に

役
立
つ
活
動
を
実
践
す
る
な
ど
、
健
康

で
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
開
校

し
て
い
る
ら
し
い
よ
。

◦

65
・
66
歳
に
限
ら
れ
て
い
る
っ
て
こ

と
は
、
そ
の
年
齢
で
は
な
い
人
は
、
参

加
で
き
な
い
ね
。

そ
う
で
も
な
い
み
た
い
。
こ
れ
か

ら
そ
の
年
齢
に
な
る
人
は
、
大
学

生
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
駄
目
み

た
い
だ
け
ど
、
年
齢
を
こ
え
た
人
も
定
員

内
な
ら
大
学
生
に
な
れ
る
ん
だ
っ
て
。

◦

定
員
は
、
何
人
？
回
数
や
頻
度
は
ど

う
な
っ
て
る
の
？

定
員
は
40
人
。
週
１
回
で
全
40

回
、
約
10
か
月
間
１
回
90
分
の

講
義
や
実
技
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
る
ん
だ
っ
て
。

◦

10
か
月
間
、
週
１
回
大
学
に
通
う
っ

て
大
変
そ
う
。

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い

ね
。
で
も
実
際
に
通
っ
て
い
る

大
学
生
や
卒
業
生
に
感
想
や
話
を
聞
い

て
み
る
の
が
一
番
だ
ね
。

　

そ
う
そ
う
、
栗
東
100
歳
大
学
オ
ー
プ

ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
ら
し
い
よ
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
験
や
在
学
生
や
卒
業

生
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
み
た

い
。
し
か
も
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
誰
が
参
加
し
て
も
い
い
ん
だ
っ
て
。

◦

そ
れ
は
い
い
ね
！
参
加
し
て
み
よ
う
！

問
合
せ
・
申
込
み
…

　

長
寿
福
祉
課 

地
域
支
援
係

  

☎

551-

０
１
９
８ 

　

551-

０
５
４
８

　

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
に
関

す
る
苦
情
は
毎
年
多
く
寄
せ
ら

れ
、
昨
年
度
は
23
件
、
本
年
度

は
10
件
発
生
し
て
い
ま
す
（
６

月
末
現
在
）
。

　

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
煙
や
臭
い

の
発
生
に
よ
り
、
近
隣
住
民
に

多
大
な
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
火
災
の
原
因
と
な
る
の
で

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

焼
畑
な
ど
の
農
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
な
ど
、

法
律
で
一
部
例
外
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す

が
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
配
慮

せ
ず
、
迷
惑
が
か
か
る
場
合
や

危
険
な
場
合
は
行
政
指
導
の
対

象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

刈
り
取
っ
た
草
や
稲
わ
ら
は

す
き
込
む
か
、
庭
木
を
剪
定
し

た
枝
を
含
め
、
ご
み
は
正
し
く

分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
日
に
ご

み
集
積
場
へ
出
す
か
、
事
前
に

環
境
政
策
課
で
自
己
搬
入
許
可

申
請
の
手
続
き
を
し
、
環
境
セ

ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

毎
年
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
大
雨
に
よ

る
災
害
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

地
域
で
安
全
対
策
に
つ
い
て
改
め
て
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦

降
雨
に
よ
り
い
つ
も
冠
水
す
る
場
所

や
、
氾
濫
の
危
険
が
あ
る
水
路
な
ど

は
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
内
で
確
認
し

合
い
、
情
報
を
共
有
す
る
。

◦

用
排
水
路
を
清
掃
、
水
門
、
堰せ

き

を
操
作

し
故
障
、
問
題
が
な
い
か
確
認
す
る
。

◦

台
風
前
に
対
策
で
き
る
よ
う
、
水
門
、

堰
な
ど
の
操
作
は
、
誰
が
ど
こ
を
行

う
か
な
ど
、
事
前
に
確
認
し
合
う
。

◦

た
め
池
は
、
堤
に
崩
れ
や
変
形
が
な

い
か
、
池
内
に
枯
木
、
雑
物
な
ど
は

な
い
か
、
用
水
路
や
取
水
施
設
が
機

能
低
下
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
水
位
を

下
げ
て
お
く
。

※
人
命
第
一
で
す
。

   

対
策
は
、
台
風

接
近
前
に
余
裕

を
も
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係　

☎

551-

０
３
３
６ 

　

554-

１
１
２
３

　

農
林
課 

農
政
係　

☎

551-

０
１
２
４ 

　

551-

０
１
４
８

FAX

FAX 大
雨
・
台
風
に
備
え
る

野焼きは法律で禁止されています

野焼きは絶対にしないで！

「
栗
東
100
歳
大
学
」
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス

＜１回目＞日時…8 月 24 日㈭　10 時～ 11 時 30 分

　　　　　場所…市役所２階 第１会議室

＜２回目＞日時…8 月 31 日㈭　10 時～ 11 時 30 分

　　　　　場所…さきら小ホール　※駐車料金が必要です。

用水路の確認を
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７
月
11
日
、
本
市
と
龍
谷
大

学
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
市
が
複
数
分
野
の
包

括
的
な
連
携
協
定
を
大
学
と
結

ぶ
の
は
初
め
て
で
す
。

　

龍
谷
大
学
と
は
、
東
海
道

ほ
っ
こ
り
ま
つ
り
の
開
催
や
栗

東
市
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
活
動
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
や

景
観
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
連
携

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
福

祉
、
産
業
振
興
、
地
方
創
生
な

ど
の
さ
ら
に
多
様
な
分
野
で
連

携
協
力
を
進
め
、
栗
東
の
発
展

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

協
定
締
結
式
で
は
、
市
長

が
「
今
ま
で
以
上
の
連
携
に
よ

り
、
若
い
学
生
の
意
見
か
ら
、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
大
阪
ガ
ス
株
式
会

社
か
ら
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
「
小
さ
な
灯

と
も
し
び

運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
ボ
ー
ル
24
個
と
折
り
紙

24
組
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
ボ
ー
ル
と
折

り
紙
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚

園
・
幼
児
園
で
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
市
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策

の
一
つ
で
あ
る
「
子
育
て
に
安
心

を
」
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
た

め
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
・
発
達
を
目
指
し
、
有
効
活
用

し
な
が
ら
、
子
ど
も
が
の
び
の
び

と
元
気
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

龍谷大学と包括連携協定を締結

ボールと折り紙を寄贈いただきました

りっとうの
商工振興

り
っ
と
う
い
い
な
！
め
ぐ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
お
も
い
め
ぐ
る
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
　
域
内
調
達
拡
大
運
動
～

■
「
り
っ
と
う
い
い
な
！
め
ぐ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

　

市
内
産
の
製
造
品
な
ど
を
域
外
へ
販

売
す
る
こ
と
や
、
域
外
か
ら
の
観
光
な

ど
に
よ
り
消
費
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、

域
内
に
資
金
が
流
入
し
ま
す
。

ま
た
、
流
入
し
た
資
金
に
基
づ
き
、

市
民
が
買
い
物
な
ど
に
よ
り
域
内
で
消

費
し
、
市
内
企
業
が
製
造
品
を
作
る
資

材
な
ど
を
可
能
な
限
り
域
内
で
調
達
す

る
こ
と
や
新
た
な
設
備
投
資
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
雇
用
の
創
出
が
生
ま
れ
、

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
と
い
う
好
循

環
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

市
民
や
市
内
の
中
小
企
業
者
、
工
場
、

物
流
施
設
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
大
企

業
者
や
公
共
機
関
な
ど
も
含
め
、
こ
れ

ら
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
あ

ら
ゆ
る
主
体
に
も
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
共
有
す
る
た
め
の
運
動
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
順
次
掲
載
し
て
い

き
ま
す
。

■
り
っ
と
う
で
買
い
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
消
耗
品
や
備
品
な
ど
の
購

入
に
あ
た
り
、
域
内
（
市
内
）
で
の
調

達
に
努
め
る
と
と
も
に
、
域
内
で
の
資

材
な
ど
の
調
達
に
向
け
、
働
き
か
け
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
域
内
で
の
買
い

物
促
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
「
域
内
」
と
は
本
市
を
中
心
と
み
た

と
き
に
、
草
津
市
、
守
山
市
、
野
洲
市
、

湖
南
市
な
ど
の
周
辺
自
治
体
を
一
定

の
商
圏
域
と
し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

  

☎

551-

０
２
３
６ 

　

551-

０
１
４
８

FAX

域内調達の推進

域内での資材調達や市

内での買物に努める

買物環境や市民サービ

スの向上

地域への誇りや愛着が

深まる

住み続けたくなる
まちへ

地域内経済の良好な循

環、地域外からの資金の

流入による活性化

中小企業の経営力向上
雇用促進など
地域経済の活性化

地域経済の活性化による、

財政基盤の改善や安定、

市民サービスの向上

市の財政基盤の強化
市民サービスの向上

シンボルマーク

▲締結式でいっそうの連携を誓う、龍谷

大学の入澤崇学長（左）と市長

▲大阪ガス株式会社の船谷昭夫滋賀地区

支配人から寄贈いただきました
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　物の受け渡しは、丁寧に言葉を添えて

～栗東市子育てのための12か条＜人との接し方５か条＞～

子育て情報

～スマートフォンと子ども～

問健康増進課 母子保健係

　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

問健康増進課 母子保健係

　☎ 554-6100　 FAX 554-610

パソコンや携帯電話、スマートフォン、テレ

ビなどでさまざまな情報や動画などをみる機会が

大人も子どもも多いのではないでしょうか。育児

の最中も子どもを泣きやませるため、静かにさせ

るためと、乳幼児期から、スマートフォンの動画

やアプリを使っているという人も少なくありませ

ん。しかし、幼い頃から、テレビやスマートフォ

ンを長時間使用することは、コミュニケーション

が一方的となり、子どもの成長や言葉の発達に影

響があると考えられています。

乳幼児期は、身近な人との関わり合い、そし

て遊びなどの経験をとおして、人間関係を築き、

心も身体も成長していきます。赤ちゃんの頃から、

目と目を合わせ、積極的に語りかけてあげること

で、親子関係を深めることはもちろん、子どもが

親に話したい気持ちが育ち、言葉の成長につなが

っていきます。子どもは自主的に体を動かし、さ

まざまな体験をすることで、見る、聞く、嗅ぐ、

味わう、触れるといった五感をバランス良く身に

つけていきます。

このように、スマートフォンやテレビからの

一方的な関わりではなく、親子が向き合って一緒

に遊びを共有していけるように関わっていくこと

が大切です。たとえば、絵本の読み聞かせや手遊

び歌で一緒に手や足を動かして遊んであげるとい

いでしょう。散歩に出かけて、一緒に外の音に耳

をすましてみたり、草花や石などに触れて遊ぶこ

ともいいですね。

子どもたちの健

やかな成長のため

に、スマートフォ

ンやテレビの使用

時間や方法につい

て、一度見直して

みてはいかがでし

ょうか。 

～油流出事故に注意～

土地・建物に関する各種手続き

問環境政策課 環境政策係

　☎ 551-0336　 FAX 554-1123

事業所や家庭から河川や水路に油が流れ

出す事故が、昨年度は 14 件、本年度は６月

末までに４件発生しています。

原因は、不注意による流出や車両の事故

などさまざまで、流出した油は、火災の危険

性があるほか、環境の汚染や農作物の生育に

影響を及ぼします。

また、写真のように、油の回収は大変困

難で、多くの時間と労力と費用が必要となり、

回収費用はすべて原因者の負担となります。

市民・事業者の皆さんは、事故の未然防止

に努めていただくとともに、油を流出した場合

や油類が流れている現場を発見した場合には、

すぐに市または消防署へ連絡をしてください。

速やかな通報が、被害の拡大を防ぎます。

■所有者が亡くなったとき

　土地・建物の所有者が亡くなった場合は、

相続人の代表者が固定資産税納税通知書を受

領し、納付いただくため、「相続人代表者指

定届」を税務課に提出してください。

　また、大津地方法務局で不動産の登記名義

の変更（相続登記）の手続きを行ってください。

■家屋を取り壊したとき、所有権を変更したとき

　取り壊された建物が登記されている場合

は、大津地方法務局で建物滅失登記の手続き

を行ってください。取り壊された建物が未登

記（法務局に登記されていない建物）の場合

は、「家屋（建物）取壊届」を、売買・相続な

どによる未登記建物の所有権の移転は、「所有

権移転申立書」を税務課に提出してください。

問税務課 資産税係　

　　　　 ☎ 551-0105　 FAX 551-2010
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